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ふれあいサロン交流会を開催しました♬



ひきこもり支援

ひきこもり支援センター「ワンタッチ」
電　話　0866-92-8597
メール　soudan@sojasyakyo.or.jp

ひきこもりサポーターAさんより　

　お二人とも初対面の方だったので少し緊張しました

が、居場所に来てくださった方が少しでもリラックス

できるように、自然体で接することを心がけました。

　お二人とも家ではあまり料理はしないとのことで、

ほうれん草を切ったり、お味噌汁を作ったりするのは初めてだそうです。お喋りをしながら、

楽しい雰囲気の中怪我なども無く、とてもおいしくできました。お二人の初めての経験をサポー

トでき本当によかったです。ゲームもとても盛り上がりました。ゲームを通してお互いのこと

が何となくわかったり、距離が縮まったような気がします。

　居場所に来ることで、少しずつでも出来ることが増えたり、色々な経験を積み重ねる中で、

少しでも自信を持っていただけるような関わりができればと思いました。

　これからも、居場所に来られる方に合わせた関わりができるよう、サポーターの方々とも連

携していきたいです。そして、居場所が社会へと繋がる第一歩になるように考えていきたいと

思います。

ひきこもり家族会設立準備会

　ひきこもり家族会設立に向けて、愛称が「ほっとタッチの会」に決まりました！

　ひきこもり家族会設立準備会は、毎月第３木曜日の 14:00 ～ 16:00 に居場所「ほっと
タッチ」で開催しています。
　ご興味のある方はひきこもり支援センター「ワンタッチ」までご連絡ください。

　ひきこもり状態にある方のご家族が集まって、支え合い、励ましあえる
ような会の設立に向けて、ひきこもり家族会設立準備会を開催しています。

　ひきこもり状態にある方の居場所「ほっとタッチ」では、みんなで楽しく過ごせるイベント
を開催しています（不定期）。
　平成３０年 4月１０日（火）には、料理作りと「ワードウルフ」というゲームをしました。

ひきこもりの居場所

ほっとタッチの活動報告
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ふくしネットシンポジウム報告／福祉学習

参加者：１１９名

「社会福祉法人から
  地域共生社会の実現を
  ～地域とのつながりを大切に～」

基調講演

講師：岡山県老人福祉施設協議会
　　　会長　小泉 立志 氏

平成 30 年 3 月 11 日（日）9：30 ～ 12：00 に総社市内の
社会福祉法人の有志により設立された「ふくしネットそうじゃ」
による実践報告シンポジウムが開催されました。
福祉事業所の職員の方、民生委員・児童委員さんや福祉委員

さんなど、様々な関係機関・団体から多くの方が参加されました。
社会福祉法人の地域社会における責務から、ふくしネットそ

うじゃがこれまでどのような取り組みを行ってきたかを見つめ
直すとともに、多くの方に知っていただき、今後の活動の展開
を考えていく大きなステップとなるシンポジウムでした。

「ふくしネットそうじゃの取り組みについて」
コーディネーター：ふくしネットそうじゃ　     会         長　         櫻井　浩之　氏
シンポジスト：　　　　 〃　　　　　       事業部会長　         守安　伸聡　氏
　　　　　　　　　〃　　　　　　    調査・研修部会長　横田　留美　氏
　　　　  総社市生活困窮支援センター　     センター長　日下部祐子　氏
コメンテーター： 岡山県老人福祉施設協議会  会        長             小泉　立志　氏

実践報告

実践報告シンポジウムが開催されました！
ふくしネットそうじゃ

多くのご参加をいただき、
ありがとうございました。

　平成 30 年 2 月 16 日（金）に、「福祉学習」の目的や意義について理解

を深め、今後の福祉学習・地域福祉活動につなげることを目的に「平成

29 年度 福祉教育セミナー」開催しました。

　当日は、学校関係者や地域の方、福祉学習にご協力いただいている盲導

犬ユーザーなど約６０名にご参加いただきました！

　グループワークでは、福祉学習について検討していただき、貴重なご意

見といただくことができました。

　今後も「教育」「福祉」「地域」の三者が手をつなぎ、ふくしのまちづく

りに向けた福祉学習を実施していきたいと思います。

平成２９年度 福祉教育セミナーを開催しました！！
【基調講演】

【実践報告】 新見公立短期大学　山本　浩史　先生

新本小学校
小林早織先生

中央小学校
坂本信子先生

総社南高校
大塚敏明先生

【参加者の感想】
・体験的な学習をすることで子どもの記憶に残りやすく、
  理解が深まっているように感じた
・地域へ出ていく機会があることは、子どもに
  とって良い経験なる
・福祉学習を通じた学校と地域の密接な関係の
  必要性を感じた
・色々な学年で福祉学習を実施した方が良いと思う
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地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協

秦地区社協

久代地区社協

　

地
域
の
生
活
課
題
「
移

動
」
に
つ
い
て
、
会
議
を

重
ね
て
い
く
中
、
総
社
市

新
生
活
交
通
「
雪
舟
く

ん
」
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
の
中
で
住
民
主
体

の
移
動
支
援
に
つ
い
て
実
践
例
を
学
び
た
い

と
い
う
声
が
多
数
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
、
福
祉
委
員
の
合

同
研
修
と
い
う
形
で
平
成
30
年
1
月
17
日

（
水
）
玉
野
市
玉
原
地
区
に
民
生
委
員
5
名
、

主
任
児
童
委
員
2
名
、
福
祉
委
員
14
名
、
社

協
職
員
1
名
、
計
22
名
で
訪
問
し
、「
玉
原
た
す
け
あ
い
友
の
会
」

の
小
泉
馨
会
長
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

玉
原
た
す
け
あ
い
友
の
会
は
、
平
成
25
年
2
月
4
日
に
立
ち
上

げ
、
住
民
へ
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
生
活
支
援
を
行
い
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
地
区
住
民
を
地
区
住
民
が
手
助
け
す
る
仕
組
み

で
す
。
具
体
的
に
は
、
車
で
の
送
迎
、
そ
れ
に
伴
う
通
院
の
付
き

添
い
、
買
い
物
の
付
き
添
い
、
ゴ
ミ
出
し
等
、
会
長
さ
ん
が
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

説
明
を
受
け
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
秦
地
区
の
実
情
と
少
し
合
わ

な
い
」、「
リ
ー
ダ
ー
の
熱
意
が
な
い
と
活
動
は
難
し
い
」、「
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
」、

「
他
の
役
員
の
力
も
必
要
で
あ
り
、
最
初
か
ら
完
璧

を
求
め
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
て
、
意
見
集
約
を
し
た
結
果
、
移
動

支
援
の
必
要
性
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
て
考
え
て
み
る
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て

解
決
方
法
を
長
期
間
に
わ
た
り
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
12
日
（
日
）
秋
晴
れ

の
空
の
下
、
久
代
分
館
に
て
「
三
世
代

ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
80
名
、
ス

タ
ッ
フ
、
地
元
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
め
る
と
計
139
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
相
撲
、
輪
投
げ
、
ダ
ー
ツ
、

紅
白
の
大
玉
送
り
の
各
ゲ
ー
ム
、
ま
た
、

屋
内
で
は
愛
育
委
員
会
に
よ
る
「
健
康
ま
つ
り
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
本
年
は
、
相
撲
を
除
き
、
各
ゲ
ー
ム
に
自
由
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
世
代
間
交
流
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
を
す
る
人
、
応
援
す
る
人
、
み
ん
な
一
生
懸
命
で
し
た
。

特
に
ご
高
齢
の
方
の
パ
ワ
ー
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
ー
、

面
白
か
っ
た
」
と
感
想
も
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
栄
養
委
員
会
の
方
に
よ
る
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
食
べ

な
が
ら
談
笑
し
、
ま
た
、
午
後
か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主

催
の
ア
ル
ミ
の
空
き
缶
を
利
用
し
た
「
風
鈴
」

づ
く
り
に
挑
戦
し
、
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

生
活
課
題
「
移
動
」
に
つ
い
て

三
世
代
ふ
れ
あ
い
祭
り
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地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協／介護者の会／松寿会

清音地区社協
　

清
音
地
区
で
、12
年
間
続
け
ら
れ
た
「
清

音
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
は
「
集
ま
れ
！
き

よ
ね　

み
ん
な
の
広
場
」
と
名
前
も
一
新

し
、
平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）
清
音
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

福
祉
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
は
例
年
に
な
ら

い
、
清
音
小
学
校
の
児
童
、
き
よ
ね
認
定

こ
ど
も
園
、
年
長
の
園
児
を
対
象
に
福
祉

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
毎
日
の
生
活
や
活
動
の
中
か
ら
感
じ

た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
作
文
や
ポ
ス
タ
ー
に
表
現
し
て
い
た
だ

き
、
助
け
合
い
、
支
え
あ
い
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
秀
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
に
対
し
て
は
、
こ
の
場
で
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

2
階
大
ホ
ー
ル
で
は
、
地
区
の
多
世
代
が
遊
び
を
通
じ
て
交
流

を
広
げ
る
場
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
手
作
り
の
魚
釣
り
ゲ

ー
ム
、
こ
む
ぎ
ね
ん
ど
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、

会
場
内
は
多
く
の
笑
顔
に
包
ま
れ
楽
し
い
ひ
と
時
と

な
り
ま
し
た
。

集
ま
れ
！
き
よ
ね 

み
ん
な
の
広
場

　６５歳以上でひとり暮らしをされている方、
私たちと一緒に楽しい活動をしてみませんか？
主な活動は、交流会（七夕会・クリスマス会・
節分会）や移動研修会などです。これらの活動
を通じて、多くの人々との親睦を深めています。

入 会 ごの 案 内
総社市松寿会 総社介護者の会

　一緒に活動してみませんか！！
　介護者の会は、寝たきりや身体に障がい
のある高齢者等を介護している方を対象
に、介護者間での交流を図り、介護の『孤立』
防止やリフレッシュしていただくことを目
的とした当事者組織です。
　会員は随時募集しておりますので、お気
軽にお問合せください。

入会方法は、申込用紙に年会費 1,000 円を添えて、事務局までお申し込みください。
お問い合わせ
お申し込み先

総社市社会福祉協議会内「総社市松寿会」
　　　　　　　　　　　「総社介護者の会」 TEL　92-8552
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ボランティア連絡協議会

総社市ボランティアセンターからのお知らせ

平成 30年度
ボランティア養成講座 「専門講座」について

ボランティア連絡協議会（以下、ボラ連）は、市内での福祉ボ

ランティア活動を行うグループの有志で結成された団体です。

活動の更なる充実と地域福祉の発展をめざし、相互交流により

構築されるボランティアグループ同士のネットワークを活かし、

様々な取り組みを行っています。

総社市ボランティア連絡協議会

※ボランティアグループの皆様、 ぜひボラ連の輪に入っていただき、 一緒に活動しましょう！！
総会の様子

交流集会の様子

①朗読ボランティア講座
講　師：松嶋 信之 氏

（元山陽放送アナウンサー）
開催日：６／２１（木） １０：００～１２：００
　　　　７／　５（木） １０：００～１２：００
　　　　７／１９（木） １０：００～１２：００

この講座では、障がいがある方や高齢者、
子どもたちが聴きやすい声を出すために、
発音や発声について学びます。

※日程は変更の可能性も

ありますので、 予めご

了承ください。

※各講座の会場は、 総社

市総合福祉センターも

しくは清音福祉センタ

ーを予定しております。

②点訳ボランティア講座
講　師：二階堂 和美 氏

（岡山県視覚障害者センター）
開催日：６／１４（木）１０：００～１２：００

７／１９（木）１３：３０～１５：３０
８／　２（木）１０：００～１２：００

点訳は、視覚に障がいがある方のために、文
字や文章を点字にして情報提供することです。

この講座では、点字の読み方や打ち方につい
て学びます。

③障がい者ふれあいボランティア講座
講　師： ( 調整中 )
開催日：９月開催予定

自分の趣味や特技を活かした障がい者支援ボラン
ティアを考えます。そのために必要な「障がい」に
対する正しい理解と、「共に生きる」視点を学びます。

④災害ボランティア講座
講　師： 山下 弘彦 氏

（日野ボランティアネットワーク）
開催日：　９／１４（金）１４：００～１６：００
　　　　１０／１９（金）１４：００～１６：００
　　　　１１／１１（日）１０：００～１６：００
被災者の視点に立ち、災害時のボランティア活

動の意義を知り、知識と技術を習得するとともに、
平時から地域でできる防災・減災を考え、学びます。

⑤福祉レクリエーション講座
講　師： 土井脇 典子 氏

釜口 一三 氏
（岡山県レクリエーション協会）

開催日：７／１４（土）１３：３０～１５：３０
　　　　９／　８（土）１３：３０～１５：３０

この講座では、市内福祉施設やサロンなどに
おいて、レクリエーションを通じて交流を深め
るための知識・技術を学びます。

ボランティア養成講座（基礎講座）を５月１９日（土）に開催しました。
なお、専門講座は次のとおり開催しますので、ご希望の講座がありましたら、ぜひお申込みください！

（申込期限の目安は各講座の開講１週間前です。）
お問い合わせ：総社市ボランティアセンター（92-8552）
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障がい支援

「福祉の手続きってどうしたらいいの？」

「障がい福祉サービスってなぁに？」

「障がいがあっても働きたい！」　などなど…

そんな皆さんの応援団です。

ハローワーク

から、週 1度

来ています。

障がい者基幹相談支援センター

障がい者千五百人雇用センター

障がいのことなら、何でもご相談ください。

障がいのある方で働きたい方を支援いたします。

℡：0866-92-8578

℡：0866-92-8379

障がいのある方の、日中の居場所をお探しの方へ。

ゆうゆうは、障がいのある方がゆっくり過ごせる

フリースペースです。

料理教室やカラオケ、グランドゴルフなどを企画しています。

また、春にはお花見、秋には紅葉がりにでかけています。

新年度になり、担当職員が変わりました

永山 横田

水川 荒尾

障がい者地域活動支援センター ゆうゆう

℡：0866-92-2566

瀨川入江 山田平田 吉富 曽我山口

総社点訳の会 朗読ボランティアさつき会要約筆記吉備うさぎ会
　『自宅で』『手の空いた時に』『マ
イペース』でできる点訳ボラン
ティアをやっています。
  地道な作業ですが、目の不自由
な方々に１冊でも多くの本をお届
けするというボランティアは、や
りがいがあります。

　要約筆記とは、耳の不自由な方に
対し、音声をその場で文字にして伝
える文字通訳のことです。私たちは、
講演会や式典等でスクリーンに文字
を出したり、個人に対するノートテ
イクを行ったりしています。また、
動画に字幕を付ける活動もしていま
す。今年度は要約筆記奉仕員養成講
座も開講中です。
見学だけでもお気
軽にどうぞ。

　朗読ボランティア「さつき会」
では、リクエストのあった本を中
心に、録音図書を、市立図書館に
納めています。また、この他にも
広報そうじゃや社協だより等を録
音し、目の不自由な方へお届けし
ています。

私たちと一緒

に活動してく

れる方を募集

しています。

私たちと一緒

に点訳ボラン

ティアをやっ

てみませんか。

ボランティア養成講座 「専門講座」について
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権利擁護センター“しえん”

連載　第１７回

総社市権利擁護センター“しえん”

小田　弘昭弁護士

権利擁護センター

Topics 平成３０年度法律ミニ講座
のご案内

　総社市権利擁護センター「しえん」では、今年度も市民の皆様を対象に法律を気軽に学べる「法律
ミニ講座」を開催します！！講師は、権利擁護センターの小田弘昭弁護士です。具体的な事例を通し
て生活に身近な法律を学びましょう！！

第１回：平成３０年６月２８日（木）１４：００～１５：３０
          「借金問題」～借金で困った時は？生活を立て直すには？～
第２回：平成３０年７月２６日（木）１４：００～１５：３０
　　　　「消費者問題」～悪徳商法から身を守る方法～
第３回：平成３０年８月２３日 （木）１４：００～１５：３０　　
　　　　「離婚問題①」～離婚するには？子どもはどうなる？～

　任意後見制度とは、将来、判断能力が不十分な状態になった場合に備えて、

本人が、十分な判断能力があるうちに、あらかじめ、自らが選んだ任意後見

人との間で、自己の生活、療養監護及び財産の管理に関する事務について代

理権を与える任意後見契約を、公正証書で締結しておく制度です。本人の判

断能力が低下した場合、任意後見人は、任意後見契約で定めた事務について、

家庭裁判所が選任する任意後見監督人の監督のもと、本人を代理して必要な

契約などを行います。

　簡単に言うと、任意後見制度とは、本人が元気なうちに、自ら信頼できる

人を選んで、その人との間で、もし将来、認知症等で自分の判断能力が衰え

てきた場合には、自分に代わって、預貯金や不動産などの財産管理や病院・

介護施設との契約など、必要な保護、支援等をしてくれるよう依頼して、あ

らかじめ契約しておくものです。

　任意後見制度と法定後見制度（成年後見・保佐・補助）との主な違いは、

法定後見制度では、本人の判断能力が不十分になった後に裁判所により後見

人等が選任されますが、任意後見制度は、本人の判断能力があるうちに、自

分の意思で、任意後見人や任意後見事務の内容を決めておくことができる点

にあります。なお、法定後見制度で認められている取消権がない点について

は注意が必要です。任意後見契約の締結や内容について、詳しくは弁護士等

の専門家や公証人役場にご相談ください。

　会場は、総合福祉センター２階技能習得室です。
　興味関心のあるテーマのみの参加、通年での参加の申し込みも随時受け付けております。
　皆さまお誘いあわせの上、お気軽にご参加ください。

　＜お申し込み・お問い合わせ＞
総社市権利擁護センター“しえん”　総社市中央１－１－３
ＴＥＬ（０８６６）９２－８３７４　ＦＡＸ（０８６６）９２－８２８４

「任意後見制度　とは？」

ＮＥＷ
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総社市生活困窮支援センター／成年後見セミナー

　平成３０年２月４日（日）に平成２９年度第２回「フードドライブ」を実施しま
した。法人、個人あわせて３２件の食料品のご寄付をいただきました。
　皆さまからご寄付いただいた食料品は生活困窮支援センターを通じて、食料支援
が必要な方へ提供させていただきます。

総社市生活困窮支援センター

 フードドライブへのご協力ありがとうございました。     
 １，１６０個（２０６㎏）の食料品が集まりました！！

食料品のご寄付は随時、本センターで受け付けております。

成年後見セミナーを開催します。
　権利擁護センターでは、成年後見制度の普及・啓発や市民後見人の活動を理解していただくため、「成年後見セミナー」

を毎年開催しています。

　今年度も以下のとおり開催を予定しておりますので、成年後見制度や市民後見人の活動について関心のある方は、

是非ご参加ください。

　なお、本セミナーの中で今年度の総社市市民後見人養成研修について説明会を行います。

日時：平成３０年８月９日（木）　１３：３０～１５：００

場所：総社市総合福祉センター２階　技能習得室

内容：成年後見制度基礎講座（仮）

　　　市民後見人の活動紹介及び総社市市民後見人養成研修説明会

参加費：無料

　＜お申し込み・お問い合わせ＞
総社市権利擁護センター“しえん”　総社市中央１－１－３
ＴＥＬ（０８６６）９２－８３７４　ＦＡＸ（０８６６）９２－８２８４
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事業計画・予算/新採用職員

平成３０年度の新採用職員

　まだまだ未熟では
ありますが、明るく、
元 気 よ く 頑 張 り ま
す！
よろしくお願い
します。

　4 月から総社市
に引っ越してきま
した。総社のこと
を勉強中です。
一生懸命頑張る
ので、よろしく
お願いします。

日々学ぶこと
　ばかりですが、　　
　情熱をもって頑張り
　ますので、よろしく
　　お願いします。

　まだまだわからない
ことばかりで未熟者で
すが、皆さんが住みや
すい地域づくりのお手
　伝いを精一杯します。
　よろしくお願い致し
　　ます！

地域福祉係　福祉活動専門員

平田　皐

障がい支援係　
発達障がい支援コーディネーター

平田　大祐

障がい支援係　
千五百人雇用ワーカー

山口　光司

権利擁護係　相談支援員

原　奈津季

 

すべての住民が自分の住み慣れた地域で　自分らしく生き生きと豊かに暮らせる
　   ふれあい、助けあい、支えあいのある　　住民主体の福祉コミュニティの実現

①地区社会福祉協議会（地区社協）活動の推進　（１４地区社協）
　・小地域ケア会議と連携し、課題を明確化して地域福祉活動を推進
② 福祉委員活動の推進　（現在 572名）
　・福祉委員のきめ細かい配置、福祉委員としての資質の向上
③ ふれあいサロン活動の推進　（現在 220カ所）
　・全地域に設置をめざし、いきいき百歳体操と連携し介護予防効果を向上
④ ボランティアセンター事業の推進
　・災害支援ネットワーク会議を基盤にした「災害ボランティアセンター」の設置
　・「６０歳からの人生設計所」との連携（「活躍したい人」の支援）
⑤ ひきこもり支援の推進
　・６センター（障がい者基幹相談支援センター、障がい者千五百人雇用センター、
      権利擁護、センター、 生活困窮支援センター、60歳からの人生設計所）の連携・融合
　・ひきこもり支援センター「ワンタッチ」の設置運営
⑥ 生活支援体制整備事業の実施
　・生活支援サービス検討委員会の運営
    ・生活支援サービスの実施（「総社市生活支援にこにこサポート事業」）

拠点区分
収　入 支　出

本年度予算額 前年度予算額 比較増減 本年度予算額 前年度予算額 比較増減
法人運営 124,171 91,560 32,611 110,699 85,778 24,921
地域福祉 62,910 61,052 1,858 70,827 68,677 2,150
福祉センター 9,564 8,714 850 13,044 11,260 1,784
共同募金 5,650 5,600 50 6,050 6,000 50
資金貸付 2,965 2,965 0 3,165 3,165 0
障がい支援 49,424 49,476 △ 52 50,016 53,054 △ 3,038
権利擁護 35,550 34,179 1,371 36,433 34,612 1,821
介護保険 92,684 99,990 △ 7,306 88,908 99,088 △ 10,180
障害福祉サービス 43,021 44,266 △ 1,245 46,298 35,779 10,519
介護予防 0 1,000 △ 1,000 0 1,000 △ 1,000
福祉器具貸出 550 610 △ 60 1,049 999 50

合　計 426,489 399,412 27,077 426,489 399,412 27,077

（ 単位 千円 ）

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

を
め
ざ
し
、「
総
社
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

市
民
か
ら
声
が
上
が
る
よ
う
な
地
域
福
祉
を
推

進
し
ま
す
。

社会福祉法人　総社市社会福祉協議会 事業計画

～　重点事業　～

平成３０年度

社
会
福
祉
事
業
区
分　

予　

算
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まごころのページ　ありがとうございます
※ご了承をいただいた方についてのみ、紙面上に寄付金額を掲載させていただいております。

 （平成 30 年 1 月 21 日から平成 30 年 4 月 20 日まで　敬称略）　

事務局長 Ｔｏｐｉｃｓ

種　　別 金　　額 寄　付　者 住　　所

香典返し
100,000 円 垣野　靖政 亡父（智） 秦
100,000 円 藤岡　里吉 亡父（昭正）中原

一般寄付
3,325 円 総社市立常盤小学校　児童会 三輪

40,601 円 神が辻日曜ふれあい市　実行委員会 中央一丁目
20,000 円 板野　幸子 秦

篤志品
竹ボウキ ･ 熊手 平田　靖志 宍粟

血圧計・マッサージチェア 株式会社　エムズ・ユー 岡山市北区内山下

寄　付　者 住所 寄　付　者 住所 寄　付　者 住所

▽香典返し
瀬尾南海雄 亡母（太津子）清音柿木 橋本　　徹 亡父（鉃太郎）秦 林　　文雄 亡父（實吾） 岡谷
村木　伸光 亡母（幾代） 門田 上西　智子 亡母（香代子）泉 髙杉　徳昭 亡父（晋作） 三須
西田　　潔 亡父（一允） 久代 上西　智子 亡父（孝彦） 泉 深本　奈美 亡父（忠義） 総社
小原　雄輔 亡父（康弘） 富原 田辺　　豊 亡父（弘） 泉 難波　孝子 亡母（妙子） 中原
荒木　準一 亡父（竹光） 久代 難波　俊一 亡父（常人） 井手 難波　基之 亡母（彌榮子）北溝手
萱野　愈忠 亡妻（民子） 山田 永田　　恵 亡父（太郎） 新本 和気　道夫 亡父（力） 井尻野

岡　興平 亡母（信子） 八代 栢野三喜男 亡妻（文子） 西郡 池上千恵子 亡夫（貞夫） 下倉
土屋　安弘 亡母（量子） 真壁 山内　　尚 亡義母 ( 瀬戸富代 ) 三須 高杉　聖一 亡父（智） 中央二丁目
登森　正二 亡子（勇斗） 新本 横佐　宣之 亡母（ミヤコ）清音柿木 山岡　正支 亡父（正） 総社
岩本　俊之 亡父（稔） 総社 平松　秀章 亡父（明） 井尻野 神野　順子 亡夫（保幸） 新本
陶山　晴之 亡長男（英史）八代 多田　和子 亡夫（修） 総社三丁目 若林　和正 亡母（敏子） 清音三因
上野　高好 亡母（文子） 福谷 小林　倫子 亡夫（純） 種井 葛原　新治 亡妻（利枝子）中央四丁目
長谷川義憲 亡母（冨子） 久代 福田　広和 亡祖父（友治）山田 樋掛　文子 亡夫（次明） 清音柿木
山田　公一 亡父（良明） 三輪 坪井　眞司 亡父（眞象） 門田 赤澤　秀明 亡父（政己） 清音柿木
山本　　晃 亡母（秀） 真壁 岩佐　　勉 亡母（八重子）溝口 竹内　洋二 亡母（操） 山田
内倉　　学 亡父（欣彌） 下倉 畑　　正憲 亡母（しづ） 上林 山田　政弘 亡母（富子） 久米
板野　信幸 亡母（コト惠）山田 國府　英三 亡父（勝美） 総社 横田　和枝 亡母（時子） 中原

佐近　　昇 亡父（利夫） 駅前二丁目 手塚　　清 亡妻（美知子）中央二丁目 ▽篤志寄付
若林　省三 亡義父 ( 横田昭一 ) 槙谷 茅野　正徳 亡母（好江） 山田 岡山県立総社高等学校 3 年団 総社三丁目

下記については、金額の多寡にかかわらずご希望により寄付金額は掲載しておりません。

総社市社協職員 60 人体制

　

今
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度
、
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本
会
は
、
総
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る
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祉
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戦
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。
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そうじゃ 60 歳からの人生設計所

○登録者数 246 名  （男 149 名　女 97 名）

○延相談件数 3,118 件

○主な就職先・活動先

　食品製造業、清掃業、小売業、サービス業、　

　生花講師、学習等支援事業「ワンステップ」、

　にこにこサポーターなど

　「やりたいことは、特になかったのですが、私にも何
かできることがないか？」との思いから、そうじゃ 60
歳からの人生設計所に連絡しました。支援員と相談を
重ね、月に 14 日程度、食品製造会社でトレイを洗浄す
る作業をしています。体が続く限りは、仕事を続けて
いきたいです。

71 歳  女性

69 歳  男性
　「定年後もまだまだ働きたい」との思いからそうじゃ
60 歳からの人生設計所に連絡しました。量販店で青果
の包装などの作業を行なっています。
　孫にプレゼントを買うことを目標に仕事をがんばって
います。

★登録者の声

63 歳  女性
　「社会に参加し、役に立てたら」との思いから、そう

じゃ 60 歳からの人生設計所に連絡しました。野菜づく

りや習い事などをしているため、希望に合わせた求人

情報を支援員が提供してくれました。

　現在は、週 3日、1日あたり 1時間、清掃の仕事をし

ています。

シニア世代の

「働きたい」
「活躍したい」を応援します

　「そうじゃ 60 歳からの人生設計所」は、ボランティアなどの地域・社会参加活動の紹介や業務内容、就労時間、雇

用形態など一人ひとりにあった働き方の希望をお聞きし、ハローワークやシルバー人材センターなどの関係機関とも

連携しながらマッチングのお手伝いをしています。

開設から現在まで※Ｈ 28.10 ～Ｈ 30.3

お気軽にお問合せください！
◆お問い合わせ先◆

☎　0866-92-8586

登録者平均年齢
65.9 歳

　平成 30 年 3 月 29 日（木）に、「株式会社エムズ・ユー 
代表取締役 松田 高志」様から、血圧計とマッサージチェ
アをご寄贈いただきました。
　血圧計は、介護予防拠点施設「ひだまりの家」に設置し、
施設の利用者に使っていただきます。マッサージチェアは、
ひきこもり状態の方の居場所「ほっとタッチ」に設置し、
ひきこもり状態の方とそのご家族の方に使っていただきま
す。あたたかいご支援をありがとうございます。
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